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初めに薬剤部の方針をお聞か

せください。 

高橋　「生命だけは平等だ」という

徳洲会の基本理念のもと、治療に貢

献するために薬剤師として何ができ

るかを自分で考えて行動することを

目標にしています。現在、病棟業務、

外来化学療法、感染対策、NST、外来

糖尿病教室、褥瘡ケ

ア、在宅医療など各

種のチーム医療に

積極的に参加してい

ます。中でも、外来

がん化学療法セン

ターの立ち上げは、

薬剤部から提案して

実現したケースです。 

病棟での業務 

は、どのような内容

ですか？ 

出雲　当院ではICU、

CCU、産科病棟を除く7つの病棟で 

「病棟常駐薬剤師制度」を実施して

います。薬剤師が朝から病棟に入っ

て業務にあたり、薬剤管理指導業務

だけでなく、注射薬の確認とセッティ

ング、各患者さん１週間分の配薬セッ

ト、入院時の持参薬チェックなども行

っています。 

高橋　病棟に常駐することで、医師、

看護師との信頼関係を築くことがで 

き、また、患者さんへの安全管理面に

ついても効果を上げているのではな

いか、と思っています。具体的な安全

管理対策の一例として、持参薬のチ

ェック時に、薬剤師の視点で副作用歴

など必要な情報をお聞きしています。 

 

 

 

病棟に常駐する薬剤師は専任

ですか？ 

高橋　1年目を除く

薬剤師全員が病棟

に上がっており、1

病棟当たり複数の

担当者を決めて、ロ

ーテーションを組ん

でいます。1年に1

回希望病棟を聞い

て配置していますが、

担当年数が3年を超

えないように各病棟

を経験するようにし

ています。 

　基本的には、総合的な知識を身に

つけた上で専門的な分野を深めて

いくようにしています。現在、がん薬

物療法認定薬剤師が3名、NST専門

療法士が1名、糖尿病療養指導士が

6名などが資格を取得し、各分野で

チーム医療に参加しています。 

病棟業務以外に様々な業務を

兼務されているのですね。 

出雲　そうです。調剤業務などのほか、
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外来化学療法センター、日帰り手術

センター、産科教室、在宅訪問看護

にもローテーションで薬剤師を配置

しています。 

　そのうち、在宅業務についていえば、

月30～40件ほど、松戸市内のお宅

を訪問しています。 

薬剤師として新

しい業務を習得する

際に、バックアップな

どがありましたら教え

てください。 

高橋　徳洲会グルー

プでは、全体のレベル

アップを図るためにグ

ループ内で情報交換

や研究会を行ってい

ます。研究会では、各

病院での臨床業務事

例の発表などを行っており、新しい

業務に取り組む時に役立てています。 

　また、がん薬物療法認定薬剤師資

格を取得するには3カ月研修に出る

必要がありますが、徳洲会の規定と

して給与と交通費を補償することに

しています。 

 

 

 

外来化学療法センターはいつ

開設されたのですか？ 

高橋　2009年5月から稼働してい

ます。がん薬物療法認定薬剤師を取

得した香取が中心になって、採算面、

人員配置などの検討を行い、病院の

承認を得て立ち上げに至りました。 

人員の配置やベッド数などを教

えてください。 

香取　当センターはリクライニング

チェア4床、ベッド１床です。専任の看

護師が2名、薬剤師が6名（うち3名

がん薬物療法認定薬剤師）、外科医

が8名（1名ずつ当番）が配置されて

います。6名の薬剤師は担当曜日を

決めて１名ずつ常駐しています。治

療数は1カ月平均約110件です。 

センターでの薬剤師の主な役

割をお聞かせください。 

香取　患者さん及び医師、看護師へ

の情報提供、薬剤師の視点での経過

記録記載などがあります。また、未承

認薬については医師

だけでなく患者さんか

らも聞かれますので、

常に最新のがん治療

情報を収集しておく必

要があります。なお、薬

剤師の当日業務として

は、患者さんへの問診

のほか、無菌調製と持

ち帰っていただく薬の

調剤なども行います。 

患者さんへの説

明や安全管理面で工夫されているこ

とをお聞かせください。 

香取　問診では、薬剤部で独自に作

成したレジメンごとのパンフレットと

体調管理シートを使った説明を行っ

ています。また、電子カルテ情報の

ほかに個々

の患者さん

のがん治療

情報を集約

するために

「外来化学

療法センタ

ー支援シス

テム」（図表）

を独自に作

成して、患者

さんとのコ

ミュニケーションや処方入力のチェ

ックなどに役立てています。 

　そして、薬剤師がレジメンを管理

することも重要で、抗がん剤の投与

速度や投与時間、溶解液などをでき

る限り統一化するようにしています。 

高橋　患者さんの知る権利やファー

マシューティカルケアが重要になっ

ている現在、薬剤師業務も発展して

いくことが求められています。その

ため、当院では薬剤師が自ら手を上

げて、チーム医療に取り組み、研鑽を

積むことを勧めています。 

 

薬剤部・副薬局長 出雲 貴文先生 
（日本糖尿病療養指導士） 

薬剤部・主任 香取 哲哉先生 
（がん薬物療法認定薬剤師、日本糖尿病療養指導士） 

図表：外来化学療法センター支援システム（初期画面） 
患者個々のがん治療に関するエピソードを簡潔に調べられることを目的に、基礎データや治療歴、 
レジメンマスタ等の情報をまとめたソフトプログラム。 
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